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22項、会津若松運輸区の入浴設備は老朽化が進み衛生的にも問題である。早急に改

修すること。 

＜回答＞必要な設備は整備していく考えである。 

（組）老朽化が激しく浴室内に虫が多く発生する。また床面タイルの劣化も激しく清潔な状態とは

言えない。使用する社員が快適に使用できるようにするため改修をすること。毎日、多数の乗

務員が使うもので、除菌の必要性の声が出ている。 

（会）このことについては多くの声をいただいている。１１月を目途に改修を行う形で話を進めて

いる。 

私達の声により改善に繋がる！！ 
 

24項、郡山富田駅のワンマンミラーについて、非常に見づらい旨の意見を上げてい

るが改善していない。安全確保の観点からワンマンミラーを確実に確認できる

よう早急に改善すること。 

＜回答＞必要な対策は実施していく考えである。 

（組）郡山方(上り)ワンマンミラー清掃作業の負担を減らすためにワンマンミラーが移設なった結

果、視認性が悪くなった。乗降数が磐越西線内で比較的多く、ワンマンツーマン問わず駆け込

みも多いことから視認性の悪さは安全面に直結する。早急に改善すること。 

（会）指導員立ち合いで移設をしたという話。その時は大丈夫との意見だったが、実際に声が出て

いるのであれば検証をして移設等を検討する。 

検証し必要があれば改善することを確認！ 

26項、会津川口駅乗務員休憩室に向かう指定通路は、明かりもなく非常に暗く足場

も悪いため危険である。安全に移動できるよう整備すること。 

＜回答＞必要な対策は実施していく考えである。 

（組）会津川口駅乗務員休憩室の向かう指定通路は明かりもなく非常に暗い、また狭く足場も悪く

冬季になると落雪が発生することもある。実際に冬季は転んで怪我をしそうになる人も多い。

安全に移動できるようにするためにも整備をしてほしい（写真等を使いながら説明）。 

（会）ここまで暗いという認識はなかった。駅舎、ホームからの明かりがなかなか届かないという

のも今話を聞き認識をした。ただすべての危険個所への対応は難しい。今後も引き続き現場で

声を上げ続けてほしい。 

確認が必要であることや現場の声を精査した上での改善の必要性を確認！ 


